
1 .加 エ トマ ト品種 KT  1 2多 について

1.背景と特徴     |

従来毅培されている品種iま、くりこま,盤 岡7号の2品極であるが、昭和49年 から導

入が進められている品種K+125に ついて昭和48～ 5o年 における品種比較試験の成

績からその特性を明らかにする。

K-125は 収童・品質は盛田7号 と同程度で、くりこまよ̀ り収量が多い。果実は盛岡  …

7号 よりやや大きいので収輩労力の省力が見込まれる。

2 特  性         |

K-125(盛 問7号 X Hl1 610).、革型は立性で節間長が短かく盛岡7号 に近時して

ぃるが、盛問7号 に比較し、革勢は旺盛で繁茂しやすい傾向がある。開花始め、収校始め

は盛l‐MJ 7号と同程度である。果形は偏円形で果実の大きさは80～ loO g位、未熟果は淡

緑色である。裂果程度は盛岡7号 と同程度であるが、やや腐敗が多い。ヘタどれはやや不

良である。      …       す

ユ 試 験成績の概要

1)試 験課題名  加 エトマ
'卜す
競種比較

2)試 験年次および場所  昭 48■ 50年  岩 手県園芸試験場本場

(1)供試
・
品種
｀

‐oK± 125 `② 盛田子号 ■0く りこま(標 )他 4品種
!       J         i

口)面 積および区制   :

0～ の-22ダ ,ガ  ② 1180材・1医制

(3)な種期,定植期 1主要成果の具体的データに記載

施肥量 県耕極基準による。                        ,
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4.主 要成果の具体的データ

第 1表  生 育 (101米 当 り)

1)48年

日
　
　
＼
ヽ

項
＼品種名

5月 8日 6月 1日 7 月 2 7 日 収 穫 期 間

月日～月日草丈御 葉数枚 車丈θ″ 葉数枚 革丈cPz 開張 rm御

① K - 1 2 5

② 盛問 7 号

③ く りこ ま

曳3

6 3

こ 8

2 0

2 0

2 2

l五2

1 8 9

1 9 5

7 1

8 3

8 8

560

う見7

5 6 3

1660

1 1 ユ0

121.0

& 7 ～ 2 2 6

〃 ‐゙ 9 1 7

定測の自一堅てし対こ畦一巾張開
日月６

一州植定
日６一月４

　

年

一　
　
９

畑

　

４

遼ｔま…ｉ

、っ
り

】ペ

項 日

品種名

6 月 1 0 日 6 月 2 , 日

草丈御 楽数枚 革丈御 美放枚 美長卸 葉向t 7 2側校披本 開張Hl

① 上t - 1 2 う

② 盛 問 7 号

③ く りこま

％
　
ω
　
一

飽
　
竹
　
一

衛
　
７３
　
・

２

　

　

２

l Q  5

7 3

3 8 6

3 ユ9

2'9

2'7

符
　
７４
　
・

726

607

Xは 1重期-4月 16日  定 柄期-6月 10日

収 穫 期 間

月 ・月 チ 月 日

8 2 1 ～1 0 9

よ2 1 ～l Q  9

収 穫 期 間

月 日～ 月 日

730～ lQ 2

'Z30～
102

'Z 30 ,ヽ 925

3)  う 0均「

6 月 2 日 6 月 2 0 日 開花 始

月  日事丈御 葉数枚 栗長御 葉的御 拭鮫教本 側蔑旗本 開張Hl

① ヽ - 1 2 5

② 環 岡 7 号

Э く , こ ま

227

24.9

9 1 . 9

9 0

9 1

' 8

2曳 6

27 8

24.1

21.7

21.6

1 8 9

2 2

1 . 9

0

1 1 , 0

lG 6

1 0 4

6 & 9

776

729

6. 2

6. 2

5 . 2 7

|き〔は強期-4月 5日   定 植期-5月 23日
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収 豊

個 荻

収量比

%

1個平

均重g

i 障
害 果
'
及 率 r

裂 果 尻 腐 腐 敗ff

①K-1

48年 75184 7474 13曳 6 弱 4 あ 5 12 1 こ 3

4 9 ″ 37914 '947 6Qう 883 曳 3 1,0 3上 9

5 0 〃 96413 8う87 1024 8, 1 1 . 4 1 Ql 170

平 均 69897 6ヽ469 lol,6 929 4.F 4.4

②盛岡 7号

48年 114552 7992 144.9 698 & 3 lQ l 4,1

4 9 ″ 万4797 う552 100 崎114
‐
&1 Q 1曳う

雰 0 ″ 135364 8384 1068 61,9 !ユ 3. Q l 勇 6

平  均 101'71 7304 1172 77 7 6 6 ユ 4 : & 4

③くり こま

48年 136160 5514 100 4Q夢 2 5 . 122 & 0

4 9 〃

5,0〃 153448 7848 100 1 , 4 Q 3 1■6

平  均 144804 “81 100 勇5i‐ d 3 ウ 8

第2装  収 量 (10a当 り)お よび障害果数率 鉛
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7月1も日

;
乃層51日

明  打日  明 16日 明  1日 明 16日  1明  1日

;     i ;     S     S      S
a日15日  q用51日 2月15日 明 50日 lQ月15日

昭和48年

K  1 2 5

E 呂 ド 1 7 ' チ ! .

1 ( ,こ
ま

け／独
穫
期

」塁 羽 1銅  明 1日 明 1 6日

;    l s  ‐s
7B51日   a用15日Q局51日

昭和 4 9年  _ュ _

明 1日 明 16日1げ]1日

S     ;   S
乳用15日 乳局50日19周15日

第 1図 年次別。時期別収量 (10a当 り)
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羽16日  明 1日 明 1も日 明  1日 ?月16日 1げ]1日

;      ;    ;     ;     'S     ;
7月51日  明 15日3/351日 ,月15日 明 50日 1明 15日

H召和 50年

第3表  品 質分析

1 ) 4 8 年

① K-125
② 盛 岡7号

調査月日 P  H R  I T A Lb/A リコピン P  H 占こ   I 寄  A Lb/a リコピン

8/12

8/21

8 / 3 1

9 / 1 4

4.22

4 . 1 8

4 . 1 8

4 . 2 5

5 1

曳 o

勇 2

4 5

Q 多2

057

056

Q,9

,98

988

& 4 7

11.09

801

曳8 6

7 64

& 7 6

′4.21

4 . 1 9

4 . 1 0

4.22

曳4

!曳o

4.9

4う

Q うう

0 5 2

0 "

Q 9 8

11908

' 2 3

'14

lL 41

7 2 1

999

& 7 7

7 6 3

ハ
ロ

】手
ロ 1683 1 9 9 204 3942 3Q27 1672 198 200 組 8 6 3ユ60

平 均 4.20 4.97 aぅ 1 985 756 4,18 4.95 Q50 10 21 &40

○ . くりこま

P ltl ぶこ    1 T  A Lb′/a リコピン

4,4耳

4.92

4.24

4 . 3 2

勇 0

, 1

4 . 9

4 . 4

Q 4 2

a 4 5

0 4 6

Q 〕9

'70

& 2 1

962

9 0 6

曳 6 6

1 1 . 4 5

224

1 0観

17 33 194 上72 9659 37 18

4.33 4.85 Q43 , 2 ' 29
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2)49年

① K一

訪軌景ブJ日 P   iI

8/23

9/ う

9 / 1 2

9メ/24

9 / 2 3

4 . 1 5

4.40

4.30

4.48

4.25

曳 00

ユ を1 0

■ 8 0

4.わ0

4.30

1 0 9

106

11.6

1ユ2

1 2 8

59 1

一一―トー
2 1 , 5 8  1
三二上卜上_
4.3214.を 4

リコピン N伽 …N

4 . 6 1

易 87

6 9 1

6 8 7

4 . 話

曳 0

ユo

2 . 0

ユ 0

28 夢9 1曳 o

曳 7 2 ユ o

注)PH:酸 性度

Lb/a:色 調

酸態NI掬

RI:捕 園% TA:ト ータル幽抑

リコピン:色蘇 (,れど坊)N03-lN t硝

要

　
生

摘

　

上

2  収

育 K-125は 例則の生育はくりこまより分るが、収穫始めは各品種とも同 じで

ぁる。't-12,9盛 問戸号は同じような生膚ステ
ージであ り、収顧終 りはK

-12,,盛 岡7号 はくりtま より5～ 10日 遅い。     1    ,

量 43年 ,50年 はK二 12う は盛岡7号 と岡程度の収量であったが、■9年は

K-11,5と 盛岡 7号 の比較であるが 果 製の肥大がわるく腐敗典が多 く、特

にK-125は 収量が低わヽぢた。 しかし、 7月 の低統、日照不足に適遇し、各

品唯とt)例年にない低い収量であった。

ユ 障 害果 裂 果,尻 腐果の発生個数の大きな差は見られなかったが、腐敗果はA-125

に多く見 られた。                       ｀

4.要  約 以上の結果、K-125は 49年 ぃ低収であったが、48年 ,50年 はくりこ
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まを上回る収量で、盛岡7号 と同程度の収量が得られた。 しかし、腐敗果は各

年次とも盛岡7号より多く発生している。

2.ニ ンニクの貯蔵法について

背景と特徴

ニンニクは収穫後、村り球風乾して出荷を調整し、凍結期前の 12月 下旬までの出荷が主

体である。 12月 下旬以降は疎結や麟片のぬけが多く発生し、品質が著しく低下するため、

風乾状態での長期保存は不可能であった。    _

したがって 12月 下旬以降の品質向上をはかり、長期に渡り安定出荷のできる貯蔵法を検

討するため、貯蔵庫利用の貯蔵法につき検討したので参考に供したい。

試験成績の概要

(1)試 験課題名

(2)試 旗年次および場所

(3)試 験方法

昭和 48年 度

① 軒 下吊り球

② 無 成房室内

③ 日中援房、夜問無暖房室内

④ 貯蔵庫(5し 上2色 )

O 貯 蔵庫(1&十 1℃)

E)貯 蔵庫の湿度80～ 85%、 1時のネット袋詰とする。

昭和 50年 度

包麦方法 貯蔵方法

ニンニクの貯蔵法

昭和 48～ 50年  岩 手県園芸試験場本場        t

① ネ ッ

② ヽ

①

④ ネ ッ

O

⑥

卜袋詰十ダンボール入

卜袋詰

う℃上2℃)

1地二l℃)

炉他±2む )

1他土 I℃)
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軒下貯蔵

貯蔵庫 (

〃
    (

軒下貯蔵

貯蔵庫 (

″
   (

② ポリ袋詰十ダンボール入    軒 下貯蔵


